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   【目的】 現在、有機ペロブスカイト太陽電

池はその高い変換効率と塗布法で容易に作

製できる事などから次世代の太陽電池とし

て注目され、盛んに研究開発が進められて

いる。我々は1ステップ法でのペロブスカイ

ト成膜中にアルゴンガスフローを行うと良

質なペロブスカイト膜が成膜できることか

ら[1]我々はこれを応用し、2ステップ法での

エアフロー(AAF)を行い特性の向上に成功し

た[2]。このようにガスフローは活性層の形

成に大きく寄与することがわかったので、

我々はその膜形成過程について調査した。 

 

【実験方法】 ペロブスカイト層は1-Methyl-

2-pyrrolidonと γ-butyrolactoneにLead(II)Iodide 

(99%)とヨウ化メチルアミンを溶かしたもの

を用い1ステップ法で作製された。成膜中に

AAF を行い、その後 DMSO によるソルベン

トアニール(SA)を150℃の10分間で行った。 

 

【結果】 

 
図1  SA前の AAF無し(a) と AAF有り(b) 

SA後の AAF 無し(c) と AAF有り(d)の  

AFM像 

 

図１(a)、(b)は SA前のAAFの有り無しの

ペロブスカイト層の AFM像である。AAF有

りの方が表面が粗くなってはいるが両者の

表面には微細な粒子が見られる。この粒子

の粒径の差はほとんどない。しかし、SA 後

の(c)、(d)のAFM像を比較すると、(c)の方が

(d)に比べ粒径が大きくなっていることが確

認できる。図1 (c)、(d)の AFM 像から粒径の

サイズを評価したものが図2 (a)、(b)である。

AAF 無し(a)の方が300～400[nm]の大きさの

粒子が大部分を占めているのに対し、AAF

有り(b)は、500[nm]以上の大きさの粒子が大

部分を占めている。 

   以上の結果から AAFを行うことによって

SA後の粒径に影響を与える可能性が示唆さ

れた。XRDや SEMを用いての結晶状態の

キャラクタリゼーションとデバイス特性に

よる比較を報告する予定である。

 
図2  SA後の AAF有り(a) と AAF 無し(b) の

粒径分布 
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